
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
薷
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薷
薷
薷
薷
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〈
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
〉
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
博
覧
会
２
０
２
１

日
〜
５
月
９
日
、

〜

時
、
ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
１
階

噴
水
広
場

特
設
会
場

（
埼
玉
県
越
谷
市
・
Ｊ
Ｒ
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
駅
）
。
〝
「
見
て
、
食
べ

て
、
学
べ
る
」
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
イ

ベ
ン
ト
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
大
型

連
休
か
ら
５
月
９
日
の
「
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
日
」
に
合
わ
せ
開
催
。
旅

行
気
分
で
楽
し
め
る
日
本
各
地
の
ご

当
地
ア
イ
ス
や
、
世
界
の
ト
レ
ン
ド

ア
イ
ス
が
一
堂
に
会
す
る
。
日
本
の

ア
イ
ス
は
、
通
販
サ
イ
ト
で
連
続
１

位
を
獲
得
し
た
広
島
「
し
ま
な
み
ド

ル
チ
ェ
」
の
瀬
戸
内
海
の
旬
の
フ
ル

ー
ツ
や
伯
方
の
塩
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ

ー
ト
が
登
場
‖
写
真
。
「
カ
ッ
プ
ア

イ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で
は
、
秋
田

「
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
」
や
長
崎
「
チ

リ
ン
チ
リ
ン
ア
イ
ス
」
な
ど
全
国
各

地
の
ご
当
地
ア
イ
ス
を
持
ち
帰
り
で

き
る
。
世
界
の
ア
イ
ス
は
、
も
っ
ち

り
と
し
た
食
感
の
の
び
る
ト
ル
コ
ア

イ
ス
や
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
発
の
綿
菓
子

で
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
包
ん
だ
「
わ

た
あ
め
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ブ
リ
ト

ー
」
な
ど
を
楽
し
め
る
。

・
６
２

３
１
・
７
４
６
８

■
新
挙
式
プ
ラ
ン
「
結
び
」

月

日
ま
で
の
特
定
の
平
日
、
帝
国

ホ
テ
ル
東
京
（
千
代
田
区
・
日
比
谷

駅
）
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
遠
方
に
住
む
両
親
や
親
族
が

参
列
で
き
ず
、
結
婚
式
を
延
期
・
中

止
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
た
め
、
安

全
・
安
心
を
第
一
に
考
え
た
プ
ラ
ン

を
提
供
す
る
。
「
結
び
」
は
、
本
館

３
階
の
神
殿
で
新
郎
新
婦
２
人
だ
け

の
挙
式
と
ロ
ビ
ー
で
の
写
真
撮
影
を

組
み
合
わ
せ
た
シ
ン
プ
ル
な
挙
式
プ

ラ
ン
だ
‖
写
真
。
神
殿
で
新
郎
新
婦

と
神
職
で
挙
式
を
執
り
行
い
、
人
気

の
高
い
本
館
正
面
ロ
ビ
ー
で
ホ
テ

ル
専
属
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
す

る
。衣
装
は
含
ま
れ
な
い
。
５
万
円
。

１
日
５
組
ま
で
で
１
０
０
組
限
定
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
希
望
日
の
５
日
前
ま

で
申
し
込
め
る
。
事
前
の
打
ち
合
わ

せ
も
電
話
か
メ
ー
ル
で
行
え
る
。

同
ホ
テ
ル
宴
会
予
約
課

・
３
５
３

９
・
８
７
０
０
（

〜

時
）

山
形
市

東
海
林
和
雄
さ
ん

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲
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蒴
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蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴 蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

カット用のイラスト

や写真も募集中（掲載

分には記念品を贈呈）。

資料・作品は返却しま

せん。

蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴 蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲蒲

蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴
蒴

〈
群
馬
県
館
林
市
〉
つ
つ
じ
ま
つ

り

５
月

日
ま
で
９
〜

時
、
つ

つ
じ
が
岡
公
園
（
館
林
駅
か
ら
バ

ス
）
。
見
ご
ろ
を
迎
え
た
１
万
株
の

ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
る
。
樹
齢
８
０
０

年
を
超
え
る
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
巨
樹
群

は
世
界
に
類
が
な
く
、
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
が
、

今
年
は
つ
つ
じ
ま
つ
り
ラ
ジ
オ
体
操

会
や
大
道
芸
を
実
施
せ
ず
規
模
を
縮

小
し
て
い
る
。
料
金
は
６
３
０
円
、

中
学
生
以
下
は
無
料
。
同
公
園
総
合

管
理
事
務
所
０
２
７
６
・

・
５
２

３
３〈

栃
木
県
日
光
市
〉
戦
場
ケ
原
で

１
日
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
三
昧

（
ざ
ん
ま
い
）
！

日

〜

時

（
受
け
付
け
開
始
９
時
半
）
、
戦
場

ケ
原（
日
光
駅
か
ら
バ
ス
で

分
）。

湿
原
、
草
原
、
森
林
、
渓
流
な
ど
多

様
な
環
境
が
点
在
す
る
コ
ー
ス
を
自

然
解
説
員
と
歩
き
な
が
ら
、
渡
来
を

始
め
た
夏
鳥
を
中
心
と
し
た
キ
レ
ン

ジ
ャ
ク
、
ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の
野

鳥
た
ち
を
観
察
す
る
。
戦
場
ケ
原
と

小
田
代
原
は
野
鳥
の
生
息
地
と
な
る

水
辺
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
た
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
料
金
は
２
０
０
０
円
。
赤
沼
自

然
情
報
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す
る
。
栃

木
県
立
日
光
自
然
博
物
館
０
２
８
８

・

・
０
８
８
０

〈
山
形
県
新
庄
市
〉
新
庄
カ
ド
焼

き
ま
つ
り

日
〜
５
月
５
日

〜

時
、
最
上
公
園
内
特
設
会
場
（
Ｊ

Ｒ
新
庄
駅
か
ら
徒
歩

分
）
。
カ
ド

と
は
ニ
シ
ン
の
こ
と
で
雪
国
新
庄
の

春
の
風
物
詩
。
炭
火
で
焼
き
上
げ
た

カ
ド
を
１
匹
１
０
０
０
円
、
持
ち
帰

り
の
み
で
販
売
す
る
。
会
場
内
は
飲

酒
禁
止
。
新
庄
観
光
協
会
０
２
３
３

・

・
２
３
４
０

〈
青
森
県
五
所
川
原
市
〉
金
木
桜

ま
つ
り

日
〜
５
月
５
日
、
芦
野

公
園
（
津
軽
鉄
道
芦
野
公
園
駅
）
。

１
５
０
０
本
の
桜
が
咲
き
誇
り
、
園

内
を
走
る
津
軽
鉄
道
を
覆
う
桜
の
ト

ン
ネ
ル
は
壮
観
。
「
日
本
の
桜
名
所

１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
は

〜

時
。
広
大

な
園
内
に
は
芦
野
湖
や
児
童
動
物

園
、
五
所
川
原
出
身
の
太
宰
治
文
学

碑
な
ど
も
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
な
く
、
園

内
で
の
飲
食
も
禁
止
す
る
。
金
木
商

工
会
０
１
７
３
・

・
２
６
１
１

学んだ生きる「姿勢」
コメリ社長捧雄一郎さん ‖1974年度卒

埼
玉
県
立
春
日
部
高
4

全
国
に
約
１
２
０
０
店
舗
を
展
開
す
る
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大

手
、
コ
メ
リ
（
本
社
・
新
潟
市
）
の
捧
雄
一
郎
社
長
（

）
‖

１
９
７
４
年
度
卒
‖
は
毎
日
、
往
復
２
時
間
以
上
か
け
て
埼
玉

県
立
春
日
部
高
に
通
い
ま
し
た
。
「
質
実
剛
健
」
を
校
訓
に
掲

げ
る
春
高
で
、
現
在
の
仕
事
に
も
通
じ
る
「
も
の
ご
と
に
正
面

か
ら
真
面
目
に
取
り
組
む
姿
勢
」
を
学
ん
だ
と
話
し
ま
す
。

【
萩
原
佳
孝
】

火災に遭う前の旧木造校舎‖同校同窓会提供

１
９
５
３
（
昭
和

）
年
３
月

日
未
明
、

春
日
部
高
校
の
校
舎
本
館
か
ら
出
火
、
木
造

２
階
建
て
校
舎
を
全
焼
し
た
。
開
校
し
た
１

８
９
９
（
明
治

）
年
に
建
て
ら
れ
た
歴
史

あ
る
建
物
で
、
復
元
図
を
作
製
し
た
Ｏ
Ｂ
の

建
築
家
、
関
根
正
省
さ
ん
が
百
年
史
に
「
威

厳
の
あ
る
な
か
な
か
の
名
建
築
」
と
記
し
て

い
る
よ
う
に
、
本
館
正
面
の
破
風
屋
根
に
は

独
特
の
風
格
が
あ
っ
た
。

旧
校
舎
で
入
学
試
験
を
受
け
た
受
験
生

は
、
焼
け
跡
近
く
に
張
り
出
さ
れ
た
名
簿
で

自
身
の
合
格
を
知
っ
た
と
い
う
。
４
月
か
ら

の
新
学
期
は
平
常
通
り
。
焼
け
残
っ
た
雨
天

体
操
場
や
講
堂
な
ど
を
大
急
ぎ
で
改
築
し
、

机
や
黒
板
な
ど
の
備
品
は
近
隣
の
高
校
か
ら

借
り
た
。
全
校
生
徒
で
焼
け
跡
の
片
付
け
を

行
う
な
ど
、
困
難
な
状
況
の
な
か
で
授
業
や

部
活
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。

２
年
後
の

年
７
月
、
新
校
舎
が
完
成
。

当
時
最
高
の
建
築
技
術
で
造
ら
れ
た
鉄
筋
４

階
建
て
校
舎
は
建
築
誌
に
も
紹
介
さ
れ
、
国

内
外
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
た
。
た
だ
、
築
年

数
を
重
ね
た
同
校
舎
で
学
ん
だ

代
以
上
の

Ｏ
Ｂ
は
口
を
そ
ろ
え
、
懐
か
し
む
よ
う
に
、

そ
の
｢
古
さ
｣
や
｢
汚
さ
｣
を
語
る
。
そ
の
後
、

創
立
１
０
０
周
年
に
合
わ
せ
、
３
代
目
と
な

る
近
代
的
な
校
舎
が

年
に
完
成
し
、
生
徒

た
ち
は
充
実
し
た
環
境
の
下
で
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
‖
次
回
は
５
月

日
に
掲
載

「質実剛健」の学舎

卒業生「私の思い出」募集

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

埼玉県立春日部高校卒業生

のみなさんの「私の思い出」

を募集します。300字程度で、

学校生活や恩師、友人との思

い出、またその後の人生に与

えた影響などをお書きくださ

い。

卒業年度、氏名、年齢、職

業、住所、電話番号、あれば

メールアドレスを明記のう

え、〒100－8051、毎日新聞

地方部首都圏版「母校」係（住

所不要）へ。メールの場合は

＠

へ。いただいた「思い出」は、

紙面や毎日新聞ニュースサイ

トで紹介することがありま

す。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
漠
然
と

憧
れ
が
あ
り
、
行
く
な
ら
春
高

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

生
ま
れ
た
埼
玉
県
吉
川
町
（
現

吉
川
市
）
は
東
武
鉄
道
の
沿
線

か
ら
外
れ
、
交
通
の
便
も
よ
く

な
か
っ
た
。
同
じ
中
学
か
ら
春

高
に
進
ん
だ
の
は
私
も
含
め
て

３
人
で
し
た
。

入
学
し
て
み
る
と
、
浦
和
や

大
宮
あ
た
り
か
ら
通
っ
て
く
る

生
徒
は
都
会
っ
子
で
、
勉
強
も

よ
く
で
き
る
と
い
う
印
象
で
し

た
。
そ
れ
に
比
べ
、
自
分
が
い

か
に
も
田
舎
っ
ぽ
く
思
え
て
圧

倒
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
最
初

の
経
験
で
す
。

最
寄
り
駅
ま
で
最
初
は
バ
ス

で
し
た
が
、
す
ぐ
自
転
車
に
切

り
替
え
ま
し
た
。
そ
の
方
が
早

か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も

分
以
上
か
か
り
、
雨
の
日
も
カ

ッ
パ
を
着
て
自
転
車
を
走
ら
せ

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
電
車
な
の

で
、
学
校
ま
で
片
道
１
時
間
以

上
か
か
り
ま
し
た
。

中
学
で
野
球
を
や
っ
て
い
ま

し
た
し
、
熱
心
に
誘
わ
れ
も
し

ま
し
た
が
、
通
学
が
大
変
だ
っ

た
の
で
方
向
転
換
し
、
写
真
部

に
入
り
ま
し
た
。
当
時
は
白
黒

の
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
、
自
分

た
ち
で
現
像
も
す
る
。
暗
室
に

こ
も
っ
て
印
画
紙
に
露
光
し
、

現
像
液
に
つ
け
る
と
、
す
ー
っ

と
像
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。

撮
影
時
に
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
通

り
に
は
な
か
な
か
な
ら
な
い
の

で
す
が
、
そ
の
瞬
間
は
わ
く
わ

く
し
ま
し
た
。
何
か
を
作
り
上

げ
る
喜
び
み
た
い
な
も
の
が
あ

っ
て
、
そ
れ
は
今
の
仕
事
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

校
舎
内
も
土
足
だ
っ
た
の

で
、
教
室
の
床
は
泥
だ
ら
け
。

体
育
の
時
は
椅
子
の
上
に
立
っ

て
着
替
え
ま
し
た
。
暖
房
も
あ

り
ま
せ
ん
。
窓
際
に
座
る
と
日

差
し
が
暖
か
い
の
で
、
ク
ラ
ス

で
話
し
合
っ
て
冬
場
は
１
週
間

ご
と
に
交
代
で
窓
際
に
座
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。真
冬
で
も「
春

パ
ン
」
と
い
う
短
パ
ン
で
体
育

の
授
業
を
受
け
て
い
た
し
、
ま

さ
に
「
質
実
剛
健
」
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
飾
ら
な
い
と
こ
ろ
が

魅
力
で
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
メ
リ
の
企
業
理
念
の
ひ
と

つ
に
「
世
の
中
の
人
々
の
幸
せ

の
た
め
に

こ
の
仕
事
が
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
で

一
番
大
切
な
の
は
、
お
客
様
が

困
っ
て
い
る
こ
と
、
不
満
に
感

じ
て
い
る
こ
と
を
解
決
に
導
く

よ
う
提
案
を
し
、
喜
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
全
て
の
問
題

は
現
場
に
現
れ
る
。
そ
う
い
う

目
で
現
場
を
回
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
自
宅

で
過
ご
す
時
間
が
増
え
住
環
境

に
お
け
る
不
満
が
大
き
く
顕
在

化
し
て
い
ま
す

欧
米
で
は

週

末
は
自
宅
で
家
族
と
過
ご
し
た

り
、
友
人
を
招
い
て
楽
し
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
豊
か
さ
の
象
徴

だ
と
聞
き
ま
す
。
日
本
に
お
け

る
住
環
境
に
関
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
が
コ
メ
リ
の
使

命
で
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

の
は
流
通
の
近
代
化
で
す
。
一

筋
縄
で
は
い
か
な
い
困
難
な
課

題
で
す
が
、
や
り
遂
げ
る
こ
と

で
世
の
中
に
大
き
な
貢
献
が
で

き
ま
す
。
そ
こ
に
力
を
注
い
で

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
仕
事
は
正
面
か
ら
取
り
組

め
」
と
い
う
言
葉
も
コ
メ
リ
に

は
あ
り
ま
す
。
人
間
は
弱
い
の

で
困
難
を
避
け
た
く
な
る
時
が

あ
り
ま
す
が
、
正
攻
法
で
立
ち

向
か
っ
て
い
か
な
い
と
、
道
は

開
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

春
高
の
校
訓
は
「
質
実
剛

健
」
。
飾
り
を
捨
て
、
正
面
か

ら
真
摯
に
真
面
目
に
物
事
に
取

り
組
ん
で
い
く
、
と
い
う
校
風

で
す
。
コ
メ
リ
も
そ
う
い
う
社

風
な
の
で
、
同
じ
よ
う
な
ベ
ク

ト
ル
で
動
け
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
を
春
高

で
鍛
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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